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１．研究計画の概要 
本研究は、日本語学習者が与えられた課題

を達成するために自然言語対話システムと

対話することを通じて、対話能力の向上をは

かる学習支援システムを開発することを目

的とする。特に語学教育の先進的手法である

Focus on Formを取り入れ、言語使用の経験

を積みながら、必要に応じて文法的形式に意

識を向けさせるような教育戦略を開発する。

具体的課題は以下の通りである。 
（１）学習者の発話に含まれる誤りの検出と、

それがどの文法事項（Form）に関連する誤

りかの同定 
（２） 日本語対話環境の整備、特に学習者

の発話を適切に文脈に位置づける手法の開

発 
（３）日本語教育における学習事項の整理と、

これに Focus on Form に基づく教育を適用

するための教材整備 
（４） 開発した手法の有効性の検証 
 
２．研究の進捗状況 
（１）については、学習者の発話に含まれる

誤りを脱落・付加・混同・位置誤りの４種類

に分け、学習者からの入力文を、課題の対話

状況において学習者が発話すべき意味内容

の知識表現（以下これをシチュエーション知

識と呼ぶ）に位置づけ、差分をとることによ

りこれらを検出する手法を開発した（論文②

および学会発表③④）。またシチュエーショ

ン知識の各部が学習すべき文法事項（Form）

のどれを含むかを予め登録しておき、上記手

法で誤りを検出した際に、それがどの文法事

項についての誤りかを判定する手法を開発

した（学会発表⑤）。 

（２）については、独自に開発した意味表現

をベースに記述した対話文脈表現に学習者

の発話を位置づける手法、ならびにそれを対

話制御に応用する手法を開発した（論文①お

よび学会発表②）。この意味表現手法の特長

として、同義文が一定の処理で同一形式に変

換されるため、学習者の発話に含まれる様々

な言い回しに対して、それが同義であれば対

話文脈表現中の同じ箇所に位置づけること

ができるため、対話訓練システムにおける学

習者の発話の自由度を高める効果を有して

いる。 
（３）については、初級から中級の日本語学

習における学習事項を整理し、それらを自然

に使用できる対話状況を上述のシチュエー

ション知識の形式で書き下すことにより、本

システムで利用できる教材として整備した

（学会発表①）。 
（４）についてはシステムの動作の検証実験

を行い、日本語学習者の誤用例文について高

い精度で誤りを検出できることを確認した。

実際の学習者を被験者とする学習効果の実

験は今後の課題である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 上記の研究の進捗状況に述べたとおり、各

課題について成果を挙げ、国内外の学会での

発表に至っており、高い評価を得ている（査

読つき論文２編、学会発表優秀賞 1件（学会

発表⑤）。 
 
４．今後の研究の推進方策 
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以上を対象としており、単語レベルでの誤り

は生じないものとしてきたが、第二言語学習

の専門家との意見交換を通じて、現実的には

このレベルに達しない学習者に対する学習

支援の需要が極めて高いとの認識を持つに

至った。文献調査などにより、このような学

習者に対しては、相互に発話が理解できない

状況での対話（＝意味交渉）を円滑に行える

スキルを養成することが重要であるとの知

見を得た。そこで本研究をさらに発展させ、

意味交渉に基づく学習の支援機能を本研究

で開発するシステムに組み込むことを構想

した｡以上の考えに基づき、「研究計画最終年

度前年度応募」の制度を利用して発展課題

「意味交渉に基づく学習を支援する日本語

自由対話訓練システムの構築」（H22-H25）
を申請したところ採択されたので、今後は上

記の方向にて本研究を発展させる。 

 

５. 代表的な研究成果 
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